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（１）事業の目的

・釧路中標津道路上別保道路は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、
地域間交流の活性化および物流の効率化等を支援するとともに、地吹雪による視程障害、交通事故の
低減を図り、道路交通の定時性、安全性の向上を目的とした延長７．８ｋｍの高規格道路

１．事業の概要

■位置図 ■事業概要図
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（２）計画の概要

①起点 ‥‥北海道釧路郡釧路町上別保

終点 ‥‥北海道川上郡標茶町阿歴内

②計画延長‥‥７．８ｋｍ

③幅員 ‥‥１３．７５ｍ

④構造規格‥‥３種２級

⑤設計速度‥‥６０ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥２車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどうくしろ くしろちょう かみべっぽ

ほっかいどうかわかみ しべちゃちょうあれきない

２車線

１．事業の概要
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■横断図

（単位：ｍ）



（３）経緯

平成19年度 事業化

平成21年度 工事着手

平成22年度 用地補償着手

平成23年度 事業再評価

平成26年度 事業再評価

平成27年度 開通 L=1.2km

平成29年度 事業再評価

平成30年度 開通 L=6.6km

事業完了

１．事業の概要
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■開通後■開通前

写真：釧路開発建設部（H15.5撮影） 写真：釧路開発建設部（R5.10撮影）

：写真撮影箇所



２．社会経済情勢の変化
（１）事業周辺地域の状況
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国道272号 上別保道路
平成28年 3月 部分開通
平成31年 3月 全線開通

写真：釧路開発建設部

北海道横断自動車道
平成21年11月 本別IC～浦幌IC開通
平成27年 3月 浦幌IC～白糠IC開通
平成27年11月 訓子府IC

～北見西IC開通
平成28年 3月 白糠IC～阿寒IC開通
平成29年10月 陸別小利別

～訓子府IC開通

写真：釧路開発建設部

令和2年3月
国道44号
根室道路 全線開通

写真：釧路開発建設部

平成23年5月
釧路港 国際バルク戦略

港湾 （穀物）に選定
平成28年2月

釧路港 特定貨物輸入拠点
港湾（穀物）に指定

平成31年3月
釧路港 国際物流ターミナル
運営開始

写真：北海道開発局HP

国道38・44号 釧路外環状道路
平成28年3月

釧路西IC～釧路東IC開通
平成31年3月

釧路東IC～釧路別保IC開通

写真：釧路開発建設部

平成25年12月
国道38号
釧路新道 全線開通
（暫定2車線含む）

写真：釧路開発建設部

平成25年3月
国道272号
阿歴内道路 全線開通

写真：釧路開発建設部
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・整備前後の自動車交通量を比較すると、２，８４５台／日から４，１６８台／日に増加。

・整備前後の旅行速度を比較すると、６４．７ｋｍ／ｈから６５．５ｋｍ／ｈに向上。

【整備前後の交通量及び旅行速度】

（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況

出典：全国道路・街路交通情勢調査

※本グラフの旅行速度とは、一般的に交通量が多くなる朝夕の時間帯の平均走行速度を示す。
（本資料で表示する「ピーク時旅行速度」と同義）

※整備前はH27調査
※整備後はR3調査
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（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況

・当該事業区間の整備前後の事故率を比べると、整備前は１０．０件／億台ｋｍであったのに対し、整備
後は７．４件／億台ｋｍと減少。

【整備前後の事故率】

算出方法：（公財）交通事故総合分析センターのデータを基に、

事業区間における整備前後３年間の平均事故率を算出

※整備前はH25～H27平均
※整備後はR1～R3平均



（３）事業効果の確認
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３．事業の効果の発現状況

事後評価にて確認した主な整備効果

・道路交通の安全性向上

・地吹雪に起因する交通障害の緩和

・水産品の流通利便性向上

・生乳の流通利便性向上

・救急搬送の安定性向上

・災害時の輸送ルート強化
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■地域の声
（R5.8 物流事業者職員）
・上別保道路の開通により、一定
速度での走行、及び全体的に交
通の流れが向上したことで、燃費
向上、及び時間短縮効果を実感
しています。また、急カーブや縦
断勾配が少なくなったため、事故
リスクの低減を実感しています。

■現道区間の事故発生状況
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・当該事業区間は、急カーブ（１１箇所）や急勾配（３箇所）の線形不良区間が多数存在しており、急カー
ブ区間では死亡事故が発生。

・また、当該事業区間を含む国道２７２号は「事故ゼロプラン」に基づく事故危険区間に指定。

・当該道路の整備により、急カーブ（１１箇所）や急勾配（３箇所）の線形不良区間が解消されたほか、死
傷事故件数が約５割減少するなど、道路交通の安全性向上に寄与。

（３）事業効果の確認（道路交通の安全性向上）

３．事業の効果の発現状況

出典：ITARDAデータ（H8～H27）、事故危険区間マップ（北海道開発局）

急カーブで
１３件発生
そのうち３件が
死亡事故

【開通前の事故発生箇所プロット図（H8～H27年）】【事業対象区間における急カーブ・急勾配の箇所】

「事故ゼロプラン」
に基づく事故危険
区間に指定

出典：釧路開発建設部

【開通前後における死傷事故

平均件数の変化】

出典：ITARDAデータ（H8～H27、R1～R3）

※開通前：H8～H27年平均
※開通後：R1～R3年平均

約５割減少

急カーブ（R<150）
11箇所
急勾配（i>5%）
３箇所が存在

上別保道路 L=7.8km上別保道路 L=7.8km
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（３）事業効果の確認（地吹雪に起因する交通障害の緩和）

■現道区間の通行止め状況
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・当該事業区間では、地吹雪による視程障害が多く発生する地域。また、地吹雪等に起因する通行規制
は整備前の過去１５年間で５回（総通行規制時間１１１．３時間）発生。

・当該事業区間が通行止めとなった場合、釧路市～中標津町間の迂回に要する時間は通常時と比較し
て４７分（冬期）増加するため、救急搬送や日常生活の移動、基幹産品（水産品、生乳）の物流への影響
が懸念。

・既存林を活用した当該道路の整備により、地吹雪等を起因とした通行止め事例は発生しておらず、当
該道路における地吹雪に起因する交通障害の解消に寄与。

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格道路と一般道路の低減率
（高規格道路：0.967、一般道路：0.957)をそれぞれ算出した。（プローブデー
タを基に、R2.4～R5.3の通常期と冬期の旅行速度を比較して算出）

算出根拠：H27・R3全国道路・街路交通情勢調査

【釧路市～中標津町間の所要時間の変化】
（冬期）

３．事業の効果の発現状況

【視程障害日数と通行規制時間】

出典：釧路開発建設部

１回
（計13.3時間）

１回
（計59.5時間）

■地域の声（R5.7 物流事業者職員）
・国道272号は、地吹雪等視程障害による通行止めや事故の危険性が高く、迂回が発生した
場合には燃費、人件費の損失に加えて後日の配車のやり繰りにも影響があります。
・上別保道路の整備による地吹雪等の視程障害が減少したことにより、冬期交通の輸送にお
ける安全性や確実性の向上を実感しています。

H31.3.9全線開通

2回
（計31.0時間）

通行止め
の発生

１回
（計7.5時間）

※迂回時：H27調査
※上別保整備後：R3調査

４７分増加

上別保道路 既存林の活用

整備前

整備後

【既存林活用による地吹雪解消状況】
視程障害状況

写真:釧路開発建設部

【釧路市～中標津町間の迂回経路】

写真：釧路開発建設部

地吹雪により
視程障害が発生

既存林を活用し、
地吹雪の発生を抑える



Ｒ３

羅臼町
２,８７８トン

Ｒ３

標津町
１０,２８１トン

Ｒ３

別海町
２４,６０７トン

206.3

280.4

0.0
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全道 ３町計
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釧路

18.8%

根室

9.7%

オホーツク

24.6%

宗谷

16.2%

渡島

13.1%

その他道内

17.6%

R3全道

総漁獲量

約118万トン

・当該道路周辺地域は、全道水揚量の約３割を占めるなど水産業の盛んな地域であり、特に水揚量が多
いほたて貝やさけは全道平均と比較して産地価格が高く、「羅皇」などの水産品ブランドも存在。

・これら水産品の輸送ルートとなる国道２７２号当該事業区間には、急カーブ（１１箇所）や急勾配（３箇
所）の線形不良区間が多数存在。

・当該道路の整備により、安定性の高い輸送ルートが確保され、釧路市内の水産加工場や苫小牧港、函
館水産加工場等から道外へ出荷される水産品（ほたて貝・さけ：約３．８万ｔ／年）の流通利便性向上に
寄与。

（３）事業効果の確認（水産品の流通利便性向上）

■水産物の流通状況

【全道の漁獲量シェア】
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【羅臼・標津・別海３町における
魚種別漁獲量割合】

出典：北海道水産現勢（R3）

出典：北海道水産現勢（R3）

出典：北海道水産現勢（R3）、ヒアリング結果（R5年度）

急カーブ11箇所
(R<150)
急勾配３箇所
(i>5%)が存在

苫小牧港から
関東・関西方面へ

北海道の
約３割を
占める

３．事業の効果の発現状況

ほたて貝

47.6%

すけとう

だら

9.5%

さけ

7.3%

ほっけ

7.0%

にしん

6.7%

その他

21.9%
R3

羅臼・標津・

別海３町における

魚種別漁獲量

約68.8千トン

【周辺地域３町からのほたて貝、さけの流通状況】

【さけの産地価格】

約８割減少

【ほたて貝の産地価格】

全道の１.４倍

出典：北海道水産現勢（R3）

出典：北海道水産現勢（R3）

全道の１.１倍

写真：根室振興局

標津産ほたて貝柱天然大粒ほたて(別海町)

羅皇（羅臼町）

〈周辺地域における主なブランド産品〉

■地域の声（R5.7 水産品輸送事業者職員）
・羅臼町で水揚げされた水産品は主に国道272号を利用して苫小牧港へ輸送しており、上別保道路の整備により、
急カーブや縦断勾配が解消されたことで走行時の安全性の向上を実感しています。



生乳

73.2%

その他

畜産

24.6%

耕種

2.2%

根室

11.4%
釧路

7.2%

十勝

17.5%

ｵﾎｰﾂｸ

8.2%
その他

北海道

11.8%

その他

全国

43.8%

（３）事業効果の確認（生乳の流通利便性向上）

【釧路・根室地域の農業産出内訳】
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・当該道路周辺地域は、農業産出額の約７割が生乳生産であり、生産量は全国の約２割を占める。また、
釧路港は全国で唯一の特定貨物輸入拠点港湾（穀物）に指定されており、後背圏への飼料供給の拠点。

・当該道路は生乳の道内外輸送及び特定貨物輸入拠点港湾釧路港からの輸送ルートであるが、急カー
ブ（１１箇所）や急勾配（３箇所）の線形不良区間が存在するほか、通行止めの発生等が懸念。

・当該道路の整備により、確実性や安定性の高い輸送ルートが確保され、釧路港や苫小牧港等から道外
へ出荷される生乳（６．８万ｔ／年）や釧路港から後背圏へ供給される飼料の流通利便性向上に寄与。

出典：市町村別農業産出額（R3推計）

■地域の声（R5.6 生乳輸送事業者）
・上別保道路の整備により、冬期における通行止め、および線形不良区間による事故リスクが軽減された
と感じています。このため、生乳の廃棄リスクが減少し、釧路港への輸送の確実性向上に寄与しています。

【道外への生乳輸送実績（R2年度）】■釧路・根室地域における生乳生産の現状

３．事業の効果の発現状況

全国の
約２割

出典：牛乳乳製品統計（R3年）、
十勝の農業（2022）、
根室の農業（R5.3）

【生乳生産量の全国シェア】

急カーブ11箇所
(R<150)、
急勾配３箇所
(i>5%)が存在

出典：ヒアリング結果（R3年度）

写真：釧路市HP

釧路港：国際バルク戦略港湾
及び特定貨物輸入拠点港湾

（穀物）に指定

写真：北海道開発局

バルク船による飼料輸送

農場地域

ミルクローリによる輸送

   

「ほくれん丸」、
「第２ほくれん丸」による輸送

写真：釧路開発建設部

日立港へ

北米から

Ｒ３
全国

生乳生産量

約7,592千トン

Ｒ３
釧路・根室地域の
農業産出額

約2,050億円

約７割が
生乳



釧路市

316件
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出典：市立釧路総合病院HP
（R5年8月時点）

写真：釧路開発建設部
※輪番参加の第2次救急医療機関

急カーブ11箇所(R<150)
急勾配３箇所(i>5%)が存在

（３）事業効果の確認（救急搬送の安定性向上）

■周辺地域から釧路市への救急搬送状況
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・当該事業周辺地域では、市立釧路総合病院をはじめとした高次医療施設が釧路市に集中。当該道路
周辺地域から釧路市への令和４年の救急搬送件数は３１６件で、H１６年と比較して約１割増加。

・当該道路周辺地域から釧路市への救急搬送ルートとなる国道２７２号当該事業区間には急カーブ（１１
箇所）や急勾配（３箇所）の線形不良区間が多数存在。

・当該道路の整備により、安定性の高い搬送ルートが確保され、高次医療施設までの救急搬送の安定性
向上に寄与。

出典：釧路開発建設部
※対象市町村：別海町、中標津町、標津町、羅臼町

釧路市への搬送
316件

【周辺地域からの救急搬送件数】

【釧路市への救急搬送件数】

３．事業の効果の発現状況

出典：釧路開発建設部（R4）
※対象市町村：別海町、
中標津町、標津町、羅臼町

約１割増加

釧路孝仁会記念病院
●診療科目数：１６科
●病 床 数：２３５床

釧路労災病院
●診療科目数：２４科
●病 床 数：４３３床

釧路赤十字病院
●診療科目数：２３科
●病 床 数：４８９床

道東勤医協釧路協立病院
●診療科目数：４科
●病 床 数：１３５床

《第２次救急医療機関》※

R4
周辺地域
からの

救急搬送件数

1,725件

■地域の声（R5.7 消防署職員）
・整備前は平面線形が悪く、縦断勾配も急な箇所があったが、上別保道
路開通により走行時の安全性、およびドライバーや患者負担がかなり
軽減されました。また、救急搬送時において安全に追い越しをすること
が可能になり、釧路市内各病院への速達性の向上を実感しています。

市立釧路
総合病院

●診療科目数：３１科
●病 床 数：５９９床

《第３次救急医療機関》
市立釧路総合病院

上別保道路

L=7.8km



■地域の声（R5.7 釧路市職員）
・上別保道路については被災後における中標津町や北
見方面からの救援物資輸送時に利用する可能性が高
く、整備により強固な道路になったことで防災面での効
果を実感しています。

帯広市

釧路市

根室市

自衛隊、病院からの
救援物資等の輸送

（３）事業効果の確認（災害時の輸送ルート強化）

・当該道路周辺地域は、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震により、今後３０年以内に震度６弱以上の
揺れに見舞われる可能性が高いと予想。

・災害時に当該道路が通行不可となった場合、救援物資等の輸送が困難。

・当該道路の整備により、帯広・道央方面や中標津町など北見方面からの救援物資等の輸送の確実性
向上に寄与。

■災害時の緊急輸送
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【東日本大震災時の被害状況と緊急輸送道路ネットワーク】

出典：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書（R3.3）、釧路開発建設部

３．事業の効果の発現状況

【今後30年間に震度６弱以上の揺れに
見舞われる確率の分布図（2020年版）】

震度６弱以上の
地震発生確率が
２６％以上の地域は、
太平洋側に集中

出典：地震調査研究推進本部事務局HP

東日本大震災時の釧路市内渋滞状況

写真:釧路開発建設部



４．費用対効果分析の要因の変化

（１）計画時との比較
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Ｈ１８新規事業採択時

（計画時）
Ｒ５事後評価時点

備考
（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝７．８ｋｍ Ｌ＝７．８ｋｍ

計画交通量 ７,１００台/日
５,７００～
６,０００/日

・将来交通需要推計の見直し
H19新規事業採択時：H11全国道路・街路交通情勢調査（フルネット）
R05事後評価時：H27全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）

事業完了年度 平成２６年度 平成３０年度 ・用地取得の遅延による延伸

総事業費 約５３億円 約５３億円

総費用
Ｃ

約３９億円
（基準年Ｈ１８）

約８５億円
（基準年Ｒ５）

※総費用は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）

総便益
Ｂ

約９１億円
（基準年Ｈ１８）

約１５５億円
（基準年Ｒ５）

※総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）

費用対効果
Ｂ／Ｃ

２．３ １．８ ・事業期間の増及び交通量の減に伴う便益額の減

※計画交通量は、H18新規事業採択時：R12、R05事後評価：R22将来交通量の推計値



５．今後の事業評価の必要性等
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○今後の事後評価及び改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

現道の交通・渋滞状況の調査分析や地域計画を鑑み、事業計画の修正を行った上で事業を進
めることができた。

今後も、事業の実施においては、関係機関とも綿密に連携し、調査分析を進めていくことが重要
である。
また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

上別保道路の整備により、近隣都市間の連絡機能の強化を図り、地域間交流の活性化および
物流の効率化など当初の目的が達成されていることから、今後の事後評価及び改善措置の必要
性はないものと考える。

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切
な維持管理に取り組んでいく。

目的としている事業の効果が発現しており、費用対効果等の投資効果も確保されていることか
ら、本案を事後評価結果の案としてお諮りいたします。


